
、

(27)

商

事

危

瞼

分

散

論

＼

木

曾

榮

作

一一203-一

一
、

商

事
危

瞼

の
熾
酬念
F止
型
態

(≡)(二 〕

自
然
の
物
理
的
危
害

に
基
く
財
産
損
滅
の
危
瞼

生
産
過
程
の
上
に
於
け
る
不
確
定
性

豫
期
に
反
す
る
個
人
的
行
爲
の
逸
脱
に
基
く
就
会
的
危
瞼

個
人
の
知
識
欠
如
に
基
く
危
瞼

市
場
危
瞼

二
、
商
事
危
瞼

の
分
散
型
態

、

ム

危
瞼
除
去
方
法

の
型
態

e

,
有
害
な

事
態
嚢

生

の
防
止

⇔

不
確
定

性
除
去

の
た

め
の
豫
見

叉
は
研
究
調
査

＼

日

諸
危
瞼

の
結
合

、

商

事

危

瞼

分

散

論

'



ノ

昏

一一204一(28)

口

O

商

事

危

瞼

分

散

論

四

積
立
金

・
補
償

金
又
は
危
瞼

の
相

殺

B

危
険
韓

嫁
方
法

の
型
態

日

企
業
」者

・
投
資
者

叉
は
㎜労
働
者

へ
の
危
除
鵬
臨
鐸嫁

ω

衷
熟束
者

へ
の
危
論
鵬
輯
嫁
}

商
事
危
瞼
の
概
念
と
型
態

総

て
の
経

濟
活
動
は
、
そ

の
型
態

と
程
度
と
を
異

に
す

る
と
は

い
え
、
常

に
或

る

「
不
確
定
性
」

(
q
昌
8
肖
宮
冒
ξ
)
を
俘
う
も

の
で

　
　

り

　
ヨ

　

あ

る
。

こ
れ

を

「
経

濟
危

瞼

」

(国
8

8

目
ざ

団
尻
犀
)

叉

は

「
商

事

危
瞼

」

]W
易

訂

霧
面。
剴
『
犀
)
と
稻

す

る
。

こ

の
種

の
危

瞼

の
概

念

は
、
費

用

(O
o
石。
δ
)
、

損

失

(
目
o
器
,

及

び

損
害

(∪
鈎
目
蟄
σq
①
)

に
樹

す

る
不
確

定

性
を
意

味

す

る
も

の
に
外

な

ら

な

い
。

一
企

業

過

程

に
於

て
、
資

本

の
喪
失

即

ち
損
失

が

確

實

に
豫

見

せ

ら

れ

る
場

合

に
あ

つ

て
は

、

こ
れ

を
費

用

の

一
項

目

と

し

て
算

定
す

る

こ
と

が
可

能

と
な

る

が
、

こ
れ

に
反

し

て
そ

の
獲

生

が
不

確
實

な

場

合

に
於

て
は

、

そ

の
獲

生

は

男
困o
ぴ
暮

暮

ξ

に
關

す

る
判

断

と

な

つ

て
、
切
駐
犀

に
關

す

る

一
問
題

と
し

て
取

り

上
げ

ら

れ

る

こ
と

」
な

る
。

　
　

　

或

る
学
者

は
、
危
険

の
普
遍

性

に
つ
い
て
次

の
如

ぐ
述
べ
て
い
る
。
即

ち

「
富

の
所
有
者

は
、
若

し
彼

が
理
性
的
な
人
間

で
あ
る
な

ら

ば
、
そ

の
富
を
或

る
事
情

で
酒
費

に
充

て
な

い
限

り
は
、
何
等
か
生
産
的
な
企
業

に
必
す
投
資
す

る
で
あ
ろ
う
。
而
も
、
.投

資
す

る
か
ら

に
は
、
他
人

の
不
正
直

さ
や
そ

の
財
産

の
所
有
橿
値

の
低
下

叉
は
延
佛

に
よ
る
貨
幣

償
値

の
攣

化
な
ど

に
基
く
投
資

の
部
分
的
損
失

と

い

う
危
瞼

が
存

す
る
で
あ
ろ
う
.
若

し
彼

が
そ

の
富

を

正
貨

(
oΩ
娼
㊦
9
0
)
の
形
と
し
て
蓄
藏

し
て
危
瞼

か
ら
冤

か
れ
よ
う
と
す

る
な

ら
ば
、

盗
難

の
惧

れ
が
存

す
る
ー

!
勿
論
、
利
得

の
機
会
な

ど
は
放
棄
し

て
い
る
と
し
て
も

。
ま
た
、
そ
め

富
を
直
ち

に
消
費
す

る
よ
う
に
決
意

,

'



●

(四)、
一205-一

し
た
と
す

れ
ぽ
、
彼

は
貧
困
化
す

る
と

い
う
危
瞼
を
敢

て
冒
す
ご

と

」
な

る
も

の
で
あ

る
。
L

以
上

の
危
瞼

の
存
在

は
吾
人

の
就
会
生
活

の
上

に
あ

つ
て
、
屡

π
髄
鹸
す

る
所
で
は
あ

る
が
、
商
業
活
動

に
於

て
こ
れ

ら

の
危
瞼

稜
生

が
重
大
な
考
慮

の
封
象
と
し

て
吾
人

の
關

心
を
喚
起
す

る
よ
う

に
な

る

の
は
、

一
つ

の
危
瞼
獲
生

の
結
果

が
そ

の
所
有
財
産
叉
な

他

の
利

ロ

ヒ

も

へ

も

る

も

釜

樹
象

の
全

膣

に
謝

し

て
、
相

封

的

に
大

な

る
損
失

叉

は
損
害

を
及

ぼ
す

に
至

る
場
合

に
於

て

f
あ

る
。
O
冨

昌
霧

O
・
国
鴛
臼
賢

は

か

」

る

い
わ

ば
商

事

危

瞼

を

襲

生

的
観

鮎

か

ら

吹

の
如

く

型
態

分
類

を

試

み

て

い
る
。
(、
飼

ω

自

然

の
物

理
的
危

害

に
基

く

財

産
損

滅

の
危

瞼

。

.

こ

の
種

の
危

瞼

は
、
暴

風

雨

。
洪

水

・
火
災

・
降

霊

等

の
所

謂

【
不

可

抗
力

L

(P
。
諺

o
協
O
o
e

の
部
類

に
属

す

る
自

然
災

害

で
あ

る

が
、

商
業

活
動

に
あ

つ

て
は

最

も

重

大
な

結

果

を
襲

生

す

る
性

質

の
も

の

で
あ

る
。
農

産

物

の
栽

培

、
,並

び

に
家

畜

の
飼

育

及

び

蓮
途

に
於

て
は
特

に
重

要

な

關

係

を
有

す

る

。
商

品

の
総

原

償

(日
9

己

8

。。守

算
定

に
は

、

か

」
る
危

瞼

豫

防

に
要

す

る

費

用
及

び
危

瞼

嚢

生

に
基

く

生
産

上

の
損

失

が
そ

の
中

に
含

め
ら

れ
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

倒

生

産
過

程

(
団
ぎ

働
ロ
。
葺
く
①

鷲

0
8

コ自。慶
)

の
上

に
於

け

る
不
確

定

性

。

こ
れ

は
前

項

と
密

接

に
關

連

し

て

い
る
も

の
で
あ

る

が
、

生
産

過

程
上

に
於

て

-

㈲
冒

原

料
品

の
強
靭
脚度

(
0Ω
訂
①
置
σQ
酔
げ

O
h
]B
暮
ゆ
円
冒
冨
)

切

帥労
働

の
数
憲
丁
度

(
囲
需
①
O
試
く
O
β
①
の
。。
O
{
蜀
び
0
5

似

天
候
の
攣
化

(ぎ

藝

8
窪

曇

げ
巴

、

等

の
測

定

が
慮

用
科
学

の
嚢
達

の
現
段
階

に
あ

つ
て
は
、
必
す

し
む
完
全

と
は
言

い
得
な

い
た

め

に
、
商
事
活
動

を
投

機
的
た

ら
し

め
る

噛

こ
と

」
な

る
も

の
で
あ

る
。

㊨

豫
期

に
反

す
る
個
人
的
行

爲

の
逸
睨

に
基
く
就
会

的
危
瞼

。

商

峯

危

瞼

分

散

論

,

唇

、



∂

、

一・206_(30)

ヤ

商

事

危

瞼

分

散

論

こ
れ

に
は
窃

盗

・
使

い
込
み
及
び
儒
造

の
よ
弓
な
危
瞼

並

び
に
祀
会
的
集
團
行
動

の
豫
見
不
能

に
基
因

す
る
危
瞼

、
例

え
ば

ス
ト
ラ

イ

ク

・
暴
動

・
職
孚

・
關
税
率
攣
更

・
税

制
改
革

・
各
種
禁
止
法

の
制
定
等
が
含

め
ら
れ

る
。

へ

㊥◎

個

人

の
知

識
欠

如

に
基
く
危

瞼

。

'

或

る
意

味

に
於

て
は
、・
危

瞼

は
す

べ

て

「
知

識

の

欠

如

」
乃

至
は

「
無

智

」

(H
σ登
昌
o
旨

ロ
8
)

に
基

い

て
獲

生

す

る
も

の
と
言

い
得

る

。
然

し
、
か

玉
る
危

瞼

嚢

生

の
原
因

と

な

る

H
σq
昌
o
N
蟄
昌
。
o

に

は
明

ら

か

に
二

つ

の
異

な

る
型
態

が

認

め
ら

れ

る

で
あ
ろ

う
。

即

ち

、

そ

の

【
つ
は
人
智

の
限

界

性

か
ら

生
す

る
危

瞼

で
あ
り

、

他

の

「
つ
は
個

人

が
利

用

し
得

た
知
識

を
利

用

し
な

か

つ
た

か

叉
は
利

用

し
得

な

か

つ
た

」

め

に
基

い

て
嚢

生
す

る
危
瞼

で
あ

る

。

前

者

の
型

態

の

目
σq
昌
o
旨

β
。
①

は

経
濟

活
動

に
於

け

る
競

孚

に
封

し

て
は
何

等

の
影

響

を
も
與

え

る
要
素

と

は
な

ら

な

い
も

の
で
あ

る

■

が
、
後
者

の
型
態

に
屡

す
る

H
σq
8

旨
琴

。
は
経

濟
活
動

に
於

て
有
す

る
個
人
的
立
場

の
有
利
性
を
失
わ
し

め
、

從

つ
て
彼
を
競
争

の
場

か
ら

騙
逐

さ
せ

る
危
瞼
獲
生

の
原
因
と
な

る
。
優
れ
た
知

識
及
び
技
能
を
有
す

る
人

女
は
企
業
上

の
有
利
な

機
会
を
捉

え
て
利
盆
を
獲
得

す

る
に
至

る
。

か
く
し
て
、

多
激

の
潜
在
的
競
孚
者

(
団
o
ま
β
該
鑑

。
o
琴
b
①
寓
ゆ
o
目
磁
)
は
知
識

の
欠
如

に
ょ

つ
て
駆
逐
せ
ら

れ
る
か
或
は

少
く
と
も
有
利
な
競
孚
條
件

の
上

に
立
ち
得
な

い
こ
と

」
な

る

の
で
あ

る
。

●

的

市
場
危
瞼

(崔
塵目
一h①
酔
一脚一〇自
犀
ロロ)

。

市
場
危
瞼
と

は
商
品
費

買
過

程

に
於

て
の
時
間

的
維
過

の
中

に
焚

生

す
る
こ
と

が

あ

る

償

格

及

び

そ

の
他

の
市

況

(
寓
起
犀
簿

8

β
象
菖
O
塁

)

に
於

て
豫
見

し
得
な

い
不
確
定
性
を
意
味
す

る
。

」

帝

場
危
瞼

の
存

在
と

い
う
事
實

が
如
何

に
莫

大
な
投
機
的
利
潤
(
酸
娼
o
。巳
暮
才
Φ
鷲

o
h律
。・
)
を
商
事
活
動

に
從
事
す
る
人

々
i
就

中
、

'

外

國
貿
易
企
業
者

に
牧
得

さ
せ
た

か
と

い
う
こ
と
は
、
過
去

、
特

に
初
期

の
貿
易
史

の
跡
を
尋
ね

る
こ
と
に
ょ
り
論
讃

せ
ら

れ

る
で
あ
ろ

ハ
ら

ね

コ

ミ

う
。
と
れ
は
運
輸
通
信
の
便
が
未
嚢
達
の
た
め
に
基
く
國
際
商
品
流
通
の
不
圓
滑
化
及
び
需
給
の
異
常
な
不
均
衡
を
利
用
し
て
の
貿
易
活

■

'



■

章

D

動

の
現
わ
れ

に
外
な
ら
な

い
。
勿
論
、
十
八
世
紀

に
至
る
迄

の
こ
の
よ
う
な
國
際
商
品

流
通

の
歌
態

の
下

に
あ

つ
て
は
、
危
瞼

の
嚢
生
も

ω

頗

る
多
く
、
且

つ
そ

れ
に
基
く
損
失

・
損
害
も
甚
大
な

も

の
が
あ

つ
た

こ
と
は
想
像

に
難

く
な

い
。
特

に
通
信
機
關

の
欠
如

は
自
然
的
及

び
人
的
諸
危
瞼

に
封

す
る
保
護

又
は
豫
防
を
著

し
く
困
難
な
ら
し

め
た
。
か
く
し
て
、
蓮
逡
船
舶

の
乗
組
員

の
給

與
も
貿
易
商
品

の
安
着

ダ
び

　
　

　

を
條
件

と
し

て
支
梯

わ
れ
、

全
乗
組
員
は
事
實

上

に
於

て

一
種

の
投
機
的
貿
易
活
動

に
参
加

し
て
い
た

の
で
あ

っ
た
。

然

る
に
、
十
九
世
紀

に
入

る

に
及
ん

で
、
市
場
危

瞼

の
様
態
は
異
常
な
憂
容
を
受

け
る
に
至

つ
た

。
即
ち
、
國
際
通

信
機
關

の
急

速
な

ハ
　

ね

レ

,

稜
達
改

善
は
、
各

市
場

に
於
け

る
商
品
儂
格

の
差
異

を
著

し
く
減

少
さ
せ
、
從

つ

て
A

市
場

の
在
荷
過
剰

と
B

市
場

の
在
荷
不
足

に
基
く
、

ノ

贋
格

の
開

き
も

正
常
時

に
あ

つ
て
は
縮
減

さ
れ

る
こ
と

逗
な

つ
た
。
か
く
し

て
、
國
際

的
卸
費
市
場
相
互
間

に
於

け
る
國
際
商
品

償
格

の

開

き
は
市

場
間

の
蓮
逡
費

の
限
界
内

に
止
ま
り
、
企
業
利
潤
率
も

以
前

に
比
し

て
低
下
し
、
貿
易
企
業

は
投
機
的
性
格

か
ら
鞘
取
的
性
格

へ
の
移
行
過
程

を
辿

つ
た

の
で
あ

つ
た
。
た

ビ
例
外

的
に
は
、
未
開

國
を
封
象

と
す

る
貿
易
企
業

の
み
が
依
然

と
し

て
胃
瞼

的
貿
易
を
績

け
て
い
る
に
過

ぎ
な

い
。

。

.

・

一
般
的
に
は
、

「
危
瞼

」
の
立
場

か
ら
は
、
商
品

の
販
費

と
購

入
と

の
時
間

上

の
前
後
關
係
は
危
瞼

の
程
度

に
大
な

る
差
異
を
生
じ
な

い
が
、
契
約
商

品

の
引
渡
履
行

及
び
購

入
商
品
虚

分

に
至

る
迄

の
時
間

の
長
さ

に
比
例
し

て
橿
格

と
市
況

の
攣
動

に
よ
る
危
瞼
獲

生
の
可

能

性
が
存
す

る
.
設
備

叉
は
商
品

に
資
本
を
投

下
し
た
後

に
、
商
品
僧
格
下
落

の
た

め
に
企
業

が
破
綻

し
た
例

は
特

に
多

く
見
出

さ
れ

る

所

で
あ
り
、

ま
た
契
約
後

に
原

料
と
勢
銀

の
高
騰

に
基
く
・企
業

の
損
失
獲

生

の
例

も
少
く
な

い
。
、

前
述

の
便

格

上

の
攣

動

は

、
消

費

者

の
嗜

好

攣

化

に
基

く
需

要

低

下

r
円
け
①

b
B
①
鼠
§

昌

閑
ざ
鴇
9
①
O
o
還

欝
昌
網

の
破

綻

の
如

き

そ

の
適
例
)
、
能

率

の
ヨ
リ
高

い
生

産
方
法

の
出
現

(
手
織
か
ら
機
械

織

へ
の
韓
換

の
如
き
)
、

ヨ
リ
優
れ
た
敷

用
を
提
供

す
る
競
争

商
品

一餅

の
登
場

(
電

球

用

ヵ

ー
ボ

ン

・
ブ
イ
ラ

メ

ン
ト

に
代

る

タ

ン
グ

ス
テ

ン

・
フ

ィ
ラ

メ

ン
ト

の
如

き

)

叉
は

一
般
物

慣
水

準

の
攣

動

(
金

の

一

生
産
減
少

に
よ

る
物
償
騰

貴

の
如

き
)
等

に
基
因

し

て
獲
生
す

る
も

の
で
あ
る
。

,

商

、事

危

険

分

散

論
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商

事

危

瞼

分

散

論

も

つ
と
も
、
企
業
に
封
し

て
不

利
な
諸
攣
化

を
も
齎

す
可
能
性

が
存

す
る
。

即
ち
豫
期

し
難

い
諸
愛
化

の

国

o
言

び
崇

ξ

が
大
な

る

場
合

に
あ

つ
て
、
有
利

な

諸

憂

化

の
優

越

性

に

よ

つ

て
利

得

を

牧

め
よ
う
と
す

る
と
き

に
は
、
商

事

活

動
・は

「
投

機

的

性

格

」

(
o慶
℃
①
8

冒
寓
く
φ
。
ゲ
鷺
2
9
①
犀
)
を
帯

び

る
と
稻

せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
若

し
投

下
資

本
が
高
度

に
特
殊
化

し
て
い
る
場
合

に
は
,

こ
の

投
機
的
要
素

は
必

然
的

に
増
大
す

る
。
不
動
産

・
穀

物

・
棉
花

・
生
果
物

・
砂
糖

・
家
畜
類

等

は
多
く
投
機
的
商
品
と

し
て
取
引

せ
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら

の
う
ち

の
多
く
の
砦

の
は
所
謂

「
掛
繋

ぎ
」

(
国
①
画
σq
冒
σq
)

の
方
法
を

通
じ

て
投
機
的
要
素

の
縮
減
を
圖

る

こ
と
が
可
能

で
あ

る
。

商
事
活
動

に
あ
つ
て
は
、
多
く

の
場
合
、
経
螢
者

は
市
況

の
攣
化

に
基
ぐ

利
潤
獲
得
よ
り

は
む
し
ろ
損
失
危
瞼

か
ら
冤
れ

る
こ
と

に
重

要
度
を
置

く
も

の
で
あ
る
。
も

つ
と
も
、
嚴

密
な
意
味

に
於

け
る
投
機

活
動

に
あ

つ
て
は
、
投
機

は
利
潤

の
主

要
な
源
泉
と
な

る
こ
と
論

を
侯
た
な

い
。

.

毒

次

に
生
産
過
程

(
団
触
o
Ω
β
。
試
ぐ
㊦
鷲

o
。
霧
巴

に
つ
い
て
見

る
に
、
と
の
場

合

に
あ

つ
て
は
高
度

の
投
機
性
は
比
較
的

に
限

ら

れ

た

生

産
部
門

に
見
出

さ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
鑛
業
及
び
石
油
抽
出
穿
孔

の
如

き
は
そ

の
典
型
的
な
も

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
ら

の
生
産
部
門

に
於

け
る
高
度

の
投

機
性
は

、
主
と
し

て
生
産
技

術

の
諸
獲

明

に
依
る
も

の
で
、

こ
れ

に
加

え
て
市

場
及
び
生
産

に
關
す

る
不
確
定

性
か
ら

生

す

る
危
瞼

が
そ

の
原
因

と
な

る
。

商
事
危

険

が

国

o
暫
詔
o
菖
o
置

部
門

よ
り

は
む
し
ろ

寓
鴛
犀
Φ
菖
昌
σq
部
門

に
主
と

し
て
嚢

生

す

る

根
基

に

つ
い
て
考
察
す
る

と
、

こ
れ

は
次

の
諸
要
因

に
求
め
得
よ
う
。

・

先

す

嵐
鴛

犀
露
宣
㎎

の
本
質

と

し

て
は

、

こ
れ

が

「
人
間

的
誤

差

」

(皆

目
蟄
昌

㊦
ρ
口
暮
一〇
昌
)

に
富

む

こ
と

を

指
摘

し
な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。

勿

論

、

吾

人
は

冒
葭

犀
①
葺
昌
σq

の
各

部
面

に
於

け

る
研

究

、
特

に
そ

の
統

計

学
的

研

究

の
進

歩

嚢
達

を

無

櫃
値

覗
す

る
も

の

で
は

な

い
が

、
嵐
卸
粍
犀
Φ
菖
昌
σq

の
研
究

分
析

に
用

い
ら

れ

る
統

計

は

「
李

均

法
則

」
(
ビ
欝
ぞ

亀

b
〈
①
旨
σq
霧
)

乃

至

は

冒
ヨ
<

o
㎞
日
邑

$

の
範

9
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園
を

出

る

こ
と

を

得
な

い
も

の

で
あ

る
。
從

つ

て
、
昌
鴛

ぎ

自
β
σq

き

註
託
ξ

の
分
析

は

、
あ

く

ま

で
も

①
昌

巨
器

。。Φ
に

行

わ

れ
ざ

る
を

得

な

い
根
本
的

な

欠

陥

を

包
藏

す

る
ど
言

う

べ
き

で
あ

る
。

こ
れ

に
封

し

て
、

生

産
部

門

に
あ

つ

て
は
、
「
特

殊

化

」

(
の
唱
①
9
鑑
冒
暮
ざ

β
)

と

「
標

準
化

」

(
訟
罫
鐸
釦
霧

象
罫
菖
o
昌
)

及

び

「
精

密

性

」

(
℃
話

。
冒
一〇
昌
)

の
特

質

が

顯

著

に
見

ら

れ
、

更

に

「
科

学

的

管

理

法

」

(
ロΩ
曾
o
口
寓
自
o

目
韓

鉾
σQ
Φ
彗
o
昌
酔
)
の
慮

用

は
生

産
行

程

を
除
跡

的

に
最

も

正
確

に
規
定

さ

せ
得

る

に
至

つ
た

の
で
あ

る
。
即

ち

、

生

産
過

程

に
於

て
は
、

多

く

の
場
合

こ
れ

を
微

少

の
時
間

差

を

も
正

確

に
測

定

す

る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
が

、

堵

再

犀
①
菖
昌
σ守

の
過

程

に
あ

つ

て

は

、
相

當

の
長

時
間

を

以

て
の

み
、

し

か

も
総

括

的

に
測

定

し
得

る

に
過

ぎ

な

い
。

か

玉
ゐ

穿

o
音

。
菖
o
浮

と

嵐
葭

犀
。
菖
β
σq

と

の
間

に
存

す

る
本
質

的
差

異

に
加

之

て
、
更

に
次

の
如

き

差

異

を
認

め
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。
即
ち
、
生
産
部
門

に
於

て
は
、
そ

の
主
要
な
問
題

は
生

産
原
償

(
O
o
・Dけ
)
、
原
料

(
冒
暮
①
匡
巴
)
、
勢
力

(
国
蟄
ぴ
o
目
)
及
び
輕
螢

費

(O
〈
㊦
昌
①
凶
島
)

に
關
聯
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
他
方

旨
鴛
犀
o
葺
昌
σq

に
あ

つ
て
は
、

問

題

は

生

産

原

債

よ
り
は
む
し
ろ
販

費

償

格

(
団
二
〇
①
)

に
集
中
し
、
更

に
品
質
と
サ
ー
ヴ

ィ
ス
に
重
瓢
が
注

が
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
生

産

部

門

に
於

け
る
問
題

は
概

し

て

「
樹

内

的
」

(
宣
酔
霞
昌
菖
)
性
質
を
有
す

る
に
劉

し

て
、
冒
律
犀
①
寓
昌
σq

の
問
題

は
総

じ

て

「
封
外

的
」
(
o
蓉
霞
昌
鑑
)

性
質
を
帯

び

て
い
る
も

の

で
あ

る
。

、

か
く

し
て
、
目
葭
犀
Φ
菖
昌
σQ

の
諸
活
動

に
於

て
は
、
企
業
者

は
競
孚

を
克
服
す

る
た

め
に
市
場

分
析
を
行

い
、
企

業

上

の
問
題

に
劃
す

る
決
定

を
所
與

の
裏
惰

の
下

に
於

け
る
個
人
的
判
断

に
從

っ

て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然

し
か

」
る
企
業

上

の
個

人
的
判
噺

は
常

に

多
分

に
不
確
定
性
を
包
有
す

る
も

の
で
あ
る
。
理
論

的
に
は

、
人
間
行
動

の
個
人
的
判
断
乃
至
は
解

繹
を
全
く
排
除
す

る
こ
と

に
よ

つ
て

科

学
的
解
繹

に
達
し
得

べ
き

で
あ

る
が
、

こ
の
科
学
的
解
繹

の
基
礎
と
し

て
必
要
な
資

料

の
蒐
集

・
分
析

研
究

に
要
す

る
時
間

と
費
用

と

が
、
そ
れ

に
よ

つ
て
得

ら
れ
る
結
論
と

の
關
係

に
於

て
果

し
て
如
何
な

る
結
果

を
生
す

る
か
と

い
う
豫
測

の
困
難
性
が
、
人
間
行
動

の
科

ズ

学
的
分
析

の
困

難
性
と
共

に
存
在

す
る
こ
と
を
認

め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・

φ

商

事

危

瞼

分

散

論
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商

事

危

瞼

分

散

論

以

上

、
商

事
危
瞼

の
概
念

ど
そ

の
型
態

を
分

析

し
・

更

に
商

專

危
瞼

の
科

学

的
分

析

の
困

難

性

を

鷺

摘

し
た

の
庖
あ

る
が
、

こ
れ

は
必

ナ

し

も

吾
人

の
行

動

の
合

理

性

を

否
定

す

る
も

の
で

は
な

い
。

時
間

と

費

用

と

の
黙

に
於

て
、
有

敷

な
』最
絡

的

判

断

に

は
到
達

し

得
な

い

と

し

て
も

、
商

事

危
瞼

に
封

虞

す

る
幾

多

の
有

歎
な

方

法

が
あ

る

こ
と

を

吾

々
は
知

る

べ
き

で
あ

る
。
,

1

0

国
・○
ユ
窒
旦

炉

言
o甘
ざ
の
o
h
国
o器
凶曽

學
巴
ρ

寄

く
.
国
9
矯
匿
●団
ご

乞
睾
矯
弓
』
9

臥

2

孚

邑

①
。・
o
・
守

包
ざ

国
算

節
β
自
潤
菖

出

①
蝕

最

o
喜

軽

噂
這
・。
♪

弓
」
・

3

魯

ぎ

田

醤

⇔
G・℃
.・写⇔
露

器

き

国
§

δ
且

。
国
旦

。
♪
、、
曹

程

。
ξ

ぎ

言

巴

。
、
自
8
言

巳

β

曳

も

.
ξ

矯
。
ぎ

告

言

o
.
o
』

邑

ざ

筐

P

噂
・

　
幽

4

¢

O
・

穿

匙
ざ

一
ぴ
宣

こ

唱
や

ト9
ー

も。
●

5

例
え
ば
、

日
9

口
易
。・冨

O
o
日
℃
9
ξ

の

国
図
冨
島
二
〇
口

に
あ

つ
て
は
、

一
五

六
八
年

よ
・り

一
五
七
三
年

に
亘
ろ
間

に
於

て
毎
年

一
〇
六
%

以
上
、
一
六

一
一
年

よ
・り

一
六

一
二
年

に
於

て

は
九
〇
%

の
牧
釜
率

あ
示

し
、
ま
六

〇
噌
農
o
の
世
界

一
周

の

自
職
冠

一凱
○
β

に
於

て
は
投
資

額

の
四
六

〇
〇
.%
の
牧
盆

な

象
7げ

t

の

で
あ

つ
た

(
国
冒
嵐

●
m
げ
①
ロ
叶
目

目

"
H
昌
。。霞

讐
同
①
撃
αq
聾
ぽ
。。一
〇
器
畠
潔

菊
♂
臣

一昌

H
ロ
δ
円
5
曽
註
o
ロ
鎚
一
日
§
負
o
曽
ピ
o
冨
告
O
炉

H
O
ら噂
伊

喝
●
U
・)

。

6

國

際

商

品

流

通
構

造

の
史

的

糞

展

の
研

究

に

に
、

拙

著

「
貿

易

純

管

要

論

」

(
昭

和

二
+

四

年

刊

)

三

頁

以

下

参

照

ぜ
ら

れ
糞

い
。

7

十

九

世
紀

に
於
け

ろ

通

信

機

關

の
獲

逡

は

次

の
諸

獲

明

に

よ

つ

て
論

謹

さ

れ

よ
う
。

ワ

嵐
品

"
〇
二
〇

日
巴
o
σq
、巷

げ

び
同

旨
霞

8

宣

一
〇〇
G。
鱒
…
目

¢
ρ
3
ヨ
僧
窟

曵
甘

已
①
一①
σq
り
碧

げ

ぴ
団

≦

冨

箕
。。8
器

冒

同Oo
q。
9

U
ロ
覧
①
凶

目
2
0
α負
崔
℃
ゲ

ぴ
団

O
冒
猛

貯

冒co
㎝
㊤。
轡

9
ロ
巴
苫

覧
震

爵

尉
αq
冨
嘗

び
璽

国
象
。・o
口

言

H
Go
謬

…
日
岱
一評
言
αQ

嵐
き

匡

器

ぴ
檀

渇
象
。・
o
渥

一μ

H
oo
謡

…
ピ
o
譲

岡
円
8

β
2

0
ヤ

≦

冨

『
劣

濤

冒
α。
冨
唱
ぴ

び
風

即

o
①
8

冒

冨
O
軌
…
出
戯
び

津

①
ρ
ロ
賃

ξ

≦

な
9
㊦
。。ψ
日
巴
①
鴨

巷

げ

び
団

寓

鷲
。
§

凶

一δ

一
c。
0
2

已
①
一壱

9

器

ぴ
矯

鴨
①
岡一

冒

　
cQ
べ
9

日
ヤ
需

妻
ユ
冨
円
ぴ
桐

.冨

葺

o
島

o
題
o
さ

oD
7
巳
窃

欝

O
一山
9

5

言

お

禽

節

お
O
c◎
}
尾

呂

①
〇
二
く
①
ζ

・

`

㌔

'

=

商
事
危
瞼

の
,分
散
型
態

(助)

炉

既

述

の
如
く
、
企
業
者

は
そ

の
企
業

に
於

て
常

に
何
等

か

の
危
瞼

に
曝
さ
れ

て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
。
凡
そ
か

玉
る
危
瞼

に
如

む

■
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何

に
封
虜
す

る
か
と

い
う

こ
と
は
企
業
者

の
重
要
な
關

心
事

で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

商

事
危
瞼

に
如
何
な
.る
方
法
を
以

て
封
庭
す

る
か
と

い
う
問
題

の
解
決

に
は
、
根
本
的

に
は
危
瞼
襲

生

の
時

・
所
汲
び
程
度

に
關
す

る

不
確
定

性
そ

ρ
も

の
を
除
去
す

る
(
o
一一B
凶昌
暮
①
)

こ
と

が
最

も
望
ま

し
い
こ
と
言
を
侯

つ
ま
で
も
な

い
が
、

か

」
る
不
確
定

性
の
豫

見

の

困
難

性
が
常

に
除
去

に
よ
る
封
虜
方
法

の
み
に
依
存

し
得
な

い
事
惰

に
陥

ら
し
め

る
。
吾
人
は
以
下

O
.
ρ

国
霧
ξ

の
所
読
を
中
心
と

し
て
、
商
事
危
瞼

の
分
散
型
態
を
考
察

し
よ
う
。

も

ム

危
瞼

の
除
去

に
よ

る
方

法
・

工

有
害
な
事
態
稜
生

の
防
止

.

鉱

不
確
定

性
除
去

の
た

め

の
豫
見

叉
は
研
究
調
査

a

諸
危
瞼

の
結

合

虫

積

立
金

・
補
償

金
又
は
危
瞼

の
相
殺

へ

B

危
吟
距
の
韓
冨嫁
に
よ

る
方
法

工

企
業
者

。
投
資
者
叉
は
勢
働
者

へ
の
危
瞼
韓
嫁

,

鉱

專
門
業
者

へ
の
危
瞼
韓

嫁

ハ
ユ

リ

ノ

ロ

ム

危
瞼
除

去
方

法

の
型
態
。

e

有
害
な
事
態
稜
生
め
防
止
。

,

人
類

の
歴
史
を
通
じ

て
、
何
等
か

の

「
有

害
な
事
態

」

(
国
鴛
岩
津
一
。
ぐ
㊦
暮
の
)
を
防
止
し
よ
う
と

す
る
人
間

の
意
慾

と
そ

の
結

果
と
し

て
の
方
法

の
實
現
化

は
そ

の
例
を
到

る
所
に
見
出

す
ご
と
が
出
來

る
。
科

学
と
嚢

明

・
●獲
見

が
た
え
す
か

」
る
方
法

の
技

術
的
改
善
を
促

進

し
、
新

し

い
方

法

の
嚢
達

が
危
瞼
防

止

に
要
す

る
費
用
を
漸
次
減
少

さ
せ
て
い
る
事
實

は
看
過
す

べ
き

で
は
な

い
。

商

亭

危

瞼

'
分

散

論

へ

に
ノ

4

9
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商

事

危

瞼

分

散

論

け

不
確
定
性
除

去

の
た

め
の
豫
見

叉
は
研
究
調
査
、

,

・
文
明

の
進
歩

と
共
に
科
学

の
重
要
性

は
増

大
す
る
。
即

ち
蓄

積

さ
れ
た
知
識

と
経
瞼
は
釜

々
科

学
の

ヨ
リ
深

い
研
究
と
特
殊
化

の
達
成

を

一
方

に
於

て
要
求
す

る
と
共

に
、
取
扱

う

べ
き
問
題

の
複
雑

化
と
支
配

さ
る

べ
き
企

業

の
亘
大
化
は
他
方

に
於

て
科
学

の
進
展
を
必
然

な
ら

し
め
る
も

の
で
あ

る
。

入
間
活
動

の
あ
ら
ゆ

る
部
面

に
於

け
る
科
学

の
重
要
性
が
著

し
く
増

大
し

つ

」
あ

る
こ
と
は
、
企
業

の
面

に
於

て
も

科
学

の
磯

達

が
大

な

る
役
割
を
演
じ

て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
も

の
に
外
な

ら
な

い
。
特

に
二
十
世
紀

に
入

つ
て
か

ら
は
、

正
確
な

る
知
識
及
び
聰

明
な
る

計
聲

の
債
値

が
如
何

に
企
業

に
於

て
有
用
な
も

の
で
あ

る
か
と

い
う

こ
と
が
論
誰

さ
れ

つ

㌔
あ

る
。
大
企
業

に
於
け

る
科
学
的
経
螢
方
法

の
重
要
性
は
よ
く

こ
れ
を
物

語
る
で
あ
ろ
う
。
経
菅
澹
當
者

は
、

工
場
立

地
問
題

・
人
事
管
理
問
題

・
廣

告
宣
傳

・
契
約

取
消
等

の
諸
重

要
課
題

を
決
定
す

る
場
合

に
は
、
そ

の
自

己
制
断

の
基
礎
を

傳
統

・
個

人
的
輕
瞼

・
偶
然
的
諸
報
道
及
び
當

時
の
事
情

に
置

く
か

、
或

は

利
用
し
得

る
限
り

の
資

料

の
分
析
研
究

の
上

に
こ
れ
を
求
め
る
か

の
何

れ
か

に
依

る
選
鐸

が
可
能

で
あ

る
が
、
後
者

を
選

ぶ
べ
き
も

の
で

あ

る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ

る
。
商
業
教
育

の
主
要
な
機
能

は
、
市
場
管

理

・
個
人
企
業
経
螢

の
指
標
と

し

て
の
心
理
的

・
砒
会

的
調
査

・

生
産

の
技
術
的
問
題

に
封
す

る
時
間

測
定

・
實
験

分
析
そ

の
他

の
技
術
的
研
究
方
法
及
び
螢

業
政
策
指
導
上

の
原
慣
計
算

に
封

す
る
商
業

的
調
査
研
究

の
近
代

の
科
学
的
方
法

の
償
値
を

示
す
所

に
存

す
る
と
言

い
得
よ
う
。

ノ

か

玉
る
商
事
活
動

の
基
調

を
な
す
科
学
的
研
究
調
査

の
慣
値

を
示
す
最

も
典
型
的
な
も

の
と

し
て
、
吾

々
は

「
市
場
分
析

一(嵐
程
犀
客

　
ヨ

　

b
昌
乙
脇
冨
)
を
學

げ
る

こ
と

が
出
來

る
で
あ
ろ
う
。

・

企
業
経
菅

の
上

に
於

て
、
商
品
販
路

の
開
拓

叉
は
擾
大

に
よ

つ
て
牧
釜

の
増
加
を
圖
る

こ
と
は
、
内
國
商
業
た

る
と
外
國
貿
易
た
る
と

を
間

わ
す
、
絡

て
の
企
業
者

が
第

一
義
的

に
關

心
を
よ
せ
る
所

で
な
け
れ
ぼ
な

ら
な

い
。
殊

に
、
外
國
貿
易

に
於

て
は
内
國
商
業

の
場
合

に
比
し
て
こ
の
問
題
は

ヨ
リ
多
く

の
困
難
性
を
俘

う

の
を
む

し
ろ
常
態
と
す
る
。
人
種

・
言
語

・
慣
習

・
法
律

・
販
費
方
法
等

の
差
異

蛇

■

9
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び

に
自

然
的
條

件

の
差
異

が
外
國
市
場

に
於
け
る
商
品
販
賓

上

に
與

え
る
影
響

は
、
近
時

の
生
産
技

術

の
爽
蓮
と
交
錯

し

て
愈

々
複
雑
と

な

り

つ
㌧
あ
る
こ
と
は
明

ち
か

で
あ

る
。
勿
論

、
國

内

商

業

に
於

て
す

ら
廣
大
な

地
域
と
複
雑
な
人
種
構
成
を
有
す

る
場
合

に
あ

つ
て

は

、
外
國
貿
易

の
場
合

に
も

比
す

べ
き
程

の
商
品
販
費

上

の
困
難
が
見
出

さ
れ

る
。
か
ゾ
る
歌
況

の
下

に
於

て
、
.企
業
者

の
個
人
的
経
験

ど
知
識

の
み
を
以

て
し

て
は
、
最
早
や
確
實
な

「
潜
在
的
需
要

」

(
団
o
酔
o
昌
舘
筥

動
o
目
替

◎
)

の
測
定

は
頗

る
困
難
と
な

り

つ
」
あ
る
ガ

現
代

の
統
計
学
的
研
究
が
既
愈

の
如
く

目
醇
犀
籔
言
σq

に
關
す

る
限

り
に
於

て
は
、
幾
多

の
限
界
性
を
有
す

る
と
は

い
乏
著

し
く
そ

の
科

学
性

に
よ

つ
て
、
潜
在
的
需

要

の
測
定

を
正
確
な

ら
し
め

て
い
る

こ
と
は
認

め
ざ

る
を
得
な

い
も

の
で
あ

る
。

ま

た
生

産
部

門

に
於

て
も

、
日
旦

①

ω
貯

働
団

及

び

嵐

o
菖
o
β

ロ◎
げ巳

賓

の
導

入

と

そ

の
焚

達

は
著

し
く

生

産

の
能

率

を
高

め

つ

玉
あ

る

＼

こ
と
を
見
出
す

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
雨
者

の
研
究

の
爽
達

は
輩

に
機
械
生
産

の
面

の
み
な

ら
す
更

に
維
菅
面

に
ま
で
及
び

つ

玉
あ
る
こ
と

は
企
業

全
艦

に
普
及
す

る
可
能

性
を
示
唆
す

る
も

の
に
外
な
ら
な

い
。

然

し
同
時

に
、
企
業

に
於
け

る
不
確
定
性

の
科
学
的
豫
見
乃

至

は
測
定

に
は
根
本
的

な

問

題

が
存
す

る
こ
と
を
無
覗
す

べ
き

で
は
な

い
。
即
ち
、
自

然
科
学

の
部
門

に
於

て
は
、
襯
察

・
分
析
及
び
實
瞼

に
ょ
つ
て
既
知

の
事
實
が
正
確

に
誰
瞭

さ
れ

る
迄

は
結
論
を
下
す

こ

と

を
拒
む
も

の
で
あ
り
、
從

つ
て

「
推
定

」

(
国
砿露
ゼ
暮
o
)

に
基
く
科
学
的
判
断
を
下
す

こ
と

が
あ
り
得
な

い
も

の

で
あ
る
が
、
砒
会
科

学
に
於

て
は

こ

の
過
程
を
そ
れ
程

の
正
確
性
を
以

て
辿
り
得
な

い

心
理
学

・
哲

学

。
倫

理
学

・
肚
会

学

・
敏
育
学

・
経
濟
学
等
に
あ

つ

て
は
、
事
象

の
複
雑

性

・
封
象

物

の
異
質
性

・
資

料

の
量
的
過
多
等

の
特
質

に
よ

つ
て
制
約
せ

ら
れ
、
完
全
な
資

料

の
分
析
研
究

に
代

つ

て
見
本
抽
出
ゐ
方

法

が
用

い
ら

れ
ざ

る
を
得
な

い
結

果
と
し

て
、
正
確
な
測
定

に
代

つ
て
推

定
方
法

が
採

ら
れ
る
こ
と
が
少
く
な

い
。
從

つ
て
、
そ

の
導

き
出

さ
れ

る
結

論
は
必
然
的

に
自

然
科
学

の
場
合

に
比
し

て

冨
器

臣
β
鑑

と
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
。

も

へ

も

ノ

こ
の
事
情

は
、

一
つ
に
は
時
間
と
費
用

の
考
慮

に
も
基
く
。
企
業

に
於

け
る
時
間

と
費

用
と

の
關

係

は
研
究

に
値
す

る

一
課
題

で
あ

る

が
、

こ
」
に
指
摘

し
得

る
こ
と
は
時
と
し

て
爾
者

は
相

互
關
聯
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
と

い
う
黙

で
あ

る
。
即
ち
、
費
用
を
無
覗
す
る

商

事

危

瞼

分

散

論
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商

事

危

瞼

分

散

論

ノ

と
き

は
時
間

を
短
縮
し

て

一
事
實

の
分
析
研
究
を
行

い
得

る
と
同

時

に
、
時
間

を
無
覗
す

る
と
き
は
費

用
を
減
少
し

て
明
確
な
結
論
を
導

き

出
す

こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

、

企
業
者

が
商
事
活
動

の
不
確
定
性
を
科
学
的

に
分
析
研
究

す
る
場
合

は
、

一
般
就
会
科
学

の
場
合

と
同
じ
く
、
時
間

と
費
用

と

の
制
約

に
支
配

さ
れ
る
こ
と
は
、
そ

の
利
潤
獲

得
と

い
う
特

質

に
よ

つ
て
更

に
制
約
を
受

け
る
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
、
最
も
進
歩

し
た
科
学
的

研
究
調
査
方
法

の
利
用
は
大
規
模
企
業

に
於

て
最

も
多
く
見
ら

れ
る
こ
と

」
な

る
。

機
械

生
産
部
門

に
於

て
科

学
的
管

理
方
法

が
最
も
著
し

い
嚢

達
を
見

て
い
る

の
は
、
右

の
事
情

と
時
間

的

に
比
較
的
短

い
期
間

に
生
産

技
術
及
び
慣
格

の
攣
動

過
程
及
び
そ

の
影
響

を
測
定

し
得
ら
れ

る
こ
と

に
基
く
も

の
で
あ

る
。
然

る
に
、
農
業

生
産
部
門

に
於

て
は
、
天

候

と

い
う
自
然
的
要
素
が

そ

の
影
響
を
正
確

に
測
定
す

る
こ
と
を
妨
げ

る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
商
品
販
費

・
金
融

・
帥労
働

の
各
部
門

に
於

て
は
不
確
定

性
が
更
に
加
重
し

て
測
定

を
著

し
く
困
難
な
ら
し

め
る
か
又
は
部
分
的

に
は
不
可
能
な
ら
し

め
る
も

の
で
あ
る
。

商

事
活
動

に
伏
在
す

る
危
瞼

の
除
去

又
は
そ

の
豫

見

に
は
以
上

の
如
く
諸
種

の
制
約
が
存

す
る

が
、
そ

の

決

定

的

な
考
慮

の
條
件

は

も

む

　

費

用

で
あ
る
。
或
種

の
商

事
活
動

に
あ

つ
て
は
、
危
瞼

の
防

止
に
要
す

る
費
用

が
敢

て
危
瞼
を
冒
す
費

用
に
比
し

て
大

と
な

る
も

の
す
ら

見
出

さ
れ
る
。
更

に
、
危
瞼
除

去

の
費
用
は
屡

々
固
定
費

用

(
閂
財
0
9

9

程
σq
$
)

の
性
質
を
帯

び
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
或

る
種

の
商

事
危
瞼
除
去

叉
は
防
止

の
方
法

の
研
究
調
査
完

成

の
た

め
に
初

め

に
投
下
さ
れ
た
費
用

は
、
將
來

に
劉

し

て
は
何
等
費

用

の
負
澹
を
企
業

者

に
及
ぼ
す

こ
と
が
な
く
商
事
活
動

の
安
全
と
利
釜

を
齎
す
も

の
で
あ

る
が
、
同
時

に
そ

の
投

下
費
用

が
何
等

の
敷
果
を
齎

さ
な

い
結
果

に
絡

る
こ
と
も
あ
り
得

る
も

の
で
あ
る
。
故

に
、
既

に
指
摘
し
た
如

く
、

こ
の
種

の
費
用
投

下
は
、
取
引
高

の
大
き

い
企
業

に
於

て
認

め

ら
れ

る
べ
き
も

の
で
、

こ
の
方
法
が
大
規
模

企
業

に
多
く
探

り
入
れ
ら
れ

る
傾
向

が
あ
る
の
も

と

の
理
由

に
基
く
。

然

し
、
輩

一
の
企
業

軍
位

の
み
で
は
な
く
協
同

的

に
こ
れ
と
同

一
の
敷
果
を
各
企
業
輩
位

へ
の
費
用
配
分

の
方
法

に
よ

つ
て
牧
め
る
こ

と
も

可
能
な
場
合
が
存
す

る
。
例
え
ば

同
種

の
企
業

を
螢

む
会
就

が
協

同
的

に
同

一
種
類

の
商
事
危
瞼

の
除

去

叉
は
防

止

の
た
め

の
調

覧
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査
研
究
費
を

支
出
す

る
場

合
も
あ
り
、
ま
た
政
府
が
課
税

を
通

じ
て
特

殊
の
機
關

を
設
立
し

て
こ
の
目
的
を
果
す

こ
と
も

あ
る
。
農

裏
試

瞼
場

・
林
業
試
瞼

場

・
工
業
試
瞼

場

。
水
産
試
験
場

.
測

候
所

・
各
種
槍
査
機
關

等
は
こ
れ

に
麟
す

る
。

ノ

ま
た
企
業

者
或

は
政
府
以
外

の
機
關

が
商
事
活
動

の
有
害
な
事
態

の
獲
生
防
止

に
協
力
す

る

こ
と
も
見

出
さ
れ

る
。
例

え
ぱ
、
商
業
会

議
所

に
於

け
る
企
業

者

の
信
用
調
査

、
同
業

組
合

の
調
杏
機
關

等
が
そ

の
適
例

で
あ
る
、

c

他
方
、

こ
れ
と
挙
行

し
て
近
時
特

に
ア
メ
リ

カ
に
稜
達

を
見

つ

玉
あ
る
も

の
は
、
職
業

的
專
門
機

關
で
あ

る
が
、
資

料
切
抜

取
扱
業

・

廣

告
宣
傳
業

・
投
資
相
談

業

・
勢
働
問
題
資

料
蒐
集
業
等
が
そ

の
好
例

と
し
て
墨

げ
得
ら
れ
よ
う
。

1

ρ

!
国
帥乙
ざ

一び
一9

唱
」
O
、
ら腰

2

「
市
揚
分
析
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
署
五
三
頁
以
下
参
照
。

日

諸
危
瞼

の
結
合

。

結
合

(
O
o
目
甑
昌
暮
一〇
置
)

に
よ
る
商
事
危
瞼
め

除
去
と

い
う

の
は
、
所
謂

「
大
敏

の
法
則

」

(
5
欝
ぞ

o
h
H
霞
σq
①
男
昌
巨
げ
①
屋
」

の
原

理
を
懸

用
す
る

こ
と

に
よ

つ
て
、
個

々
の
危
瞼

に
り

い
て
よ
り

は
む
し
ろ
同

一
型
態

の
危
瞼

を

一
つ
の
群

に
結
合

し
て
そ

の
総
括
的
資
料

の
分
析
研
究
を
通

じ

て
大
敏
的
乃
至
は
綜
合
的
に
危
瞼

の
除
去

又
は
防

止

の
方

法
を
見
臨

さ
ん
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
こ

の
方

法

に
於

て

は
、
個

々
の
場
合

の
危
瞼

の
除

去
叉
は
防
止
は
必
す

し
も
完

全
と
は
言

い
得
な

い
が
大
激
的

に
は
そ

の
目
的
を
大
牛
達
し
得

る
敷
果
が

あ

る
。
し
か
も
、

そ

の
敷

果
は
分
析

の
鉗
象
と
な

る
資

料

の
敏
量

が
豊
富

で
あ
れ
ば

そ
れ
だ

け
確
率

が
高

い
こ
と
論
を
侯

た
な

い
。

近

代
に
於
け

る
企
業
輩
位

の
規
模

の
擾
大

は
必
然
的

に
資
本

の
増
大
を
招
來
し
、
会
肚
企
業

の
嚢

生
を
見
た

の
で
あ

る
が
、

こ
れ

は

一

面
か
ら
見
れ
ば
商

事
危
瞼

の
分
散
を
目
的
と
す

る
相

互
保
瞼
組
織

で
あ
り

、
更

に

一
企
業
内
部

の
多
角

的
経
螢

は
そ

の
目
的
を
高
度

に
果

さ
ん
と
す

る
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
か
く
し

て
各
企
業

部
門

間

の
損
釜
は

団
0
9
宣
σq

の
方
法

に
ょ

つ
て
分
散

せ
ら
れ
、

季
節
的
攣
動
乃

至

は
測
定
不
能
な
景
氣
攣

動

に
基
く
生
産

と
販
費

の
縮
減

も
綜

合
的
測
定

に
よ

つ
て
相
互

に

娼
0
9

せ
ら

れ
て
全
艦
的

に
は
最
少
限
度

の

商

事

危

険

分

散

論

●

、
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、

商

事

危

険

分
.
散

論

損
失

に
止

ま
る
こ
と
が
可
能

と
な

る

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
、授

機
的
性
質
を
多
分

に
有
す

る
企
業
部
門

例

え
ば
鑛

山
業

・
石
油
抽
出
業

.

(
3

)

電

氣
事
業

・
建
築
土
木
業
及
び
薪
案
機
械
製
造
業
等

に
於

て
最
も
有
敏

に
利

用
せ
ら

れ
る
の
は
以
上

の
理
由

に
基
く
。

3

国
.
〉
.
国
。
。・9

、.d
昌

・
言

剛昌
導

湧

薗

喝
鼻

。
=

昌

津

。
含

畠

・
ξ

、、冒

き

邑

。・

。
晦

旨

》
日
&

。
聾

b
。
§

昌

。
、

殖
。
豪

。
巴

"
監

。,
。
。
芭

己Ω
o♂
考
o}
<
自
押

娼
℃
.目
呂
ー
一P

o
算
巴

一5
(、●
O
●
出
9
昆
ざ

一}泓

も
娼
や

毬

1
一
・

⑭

積

立

金

・
補

償

金

叉

は
危
瞼

の
相

殺

。

商

事

活
動

に
於

て
襲

生

す

る

こ
と

あ

る
偶

嚢

事
故

(
O
o
暮

冒

σq
8

9
霧
)

に
封

し

て
、

資

本

の

一
部

を
留

保

し

て
こ
れ

に
充

て
る

こ
と

は
今

日

多
く

の
企
業

に
於

て
最

も

普

通

に
行

わ
れ

る
方

法

の

一
つ
で

あ

る
。

資

本

を
企

業

蓮

用

の
面

か

ら

か

く

の
如

く
留

保

す

る
こ
と

か

ら

生
す

る
企

業

上

の
損
失

を

一
種

の

宅

器
ざ

L
見

る

べ
き

か
と
言

う

こ

へ

と
は
速

断

し
得
な

い
。

こ

の
種

の
積
立

金

(羅

筍。
霞

く塞
)

の
留
保
は
、
企
業

の
内
部

に
存
す

る
不
確
定
性
即
ち
商
事

危
瞼

に
封

す
る

一
種

の
費
用
と
し
て
考

之
ら

れ

る
べ
き
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
、

こ
の
費

用
が
肚
会

的
浪
費

(
ω
0
9
鑑

類
器
ざ
)
と
し

て
見
徹

さ
れ

る
か
否
か

の
問
題

は
、
企
業

の
不
確

定
性
を
除

去
す

る
た
め

に
要
す

る
費
用
と

こ
の
種

の
積

立
金
保
留

に
ょ
る
生
産
上

の
損
失
と

の
比
較
考
量

に
よ

つ
て
決
定

さ
れ
る

べ
き
も

の

で
、
前
者

が
後
者

に
比

し
て
大
な

る
場

合

に
は
砒
会

的
浪
費
と
考

え
る
こ
と
が
出
來

よ
う
。
然
し
、
多
く

の

場
合

に
於

て
は
、
不
確
定
性

の
除

去
と

い
う

こ
と
は
人
力

の
及

ぶ
所

で
は
な

い
か
ら

、
積
立

金
留
保

に
よ

る
こ
と
は
最
も
経
濟
的
な
方
法

と
言

い
得

る
で
あ
ろ
う
。
か
く

て
、
積
立
金
留
保

の
費
屠

は
機
械

の
減
損

や
使
用
原
料
と
同
じ
く
決

し
て
浪
費

と
見
徹
す

べ
き
も

の
で
は

な

い
。

。

悔

他
方

に
於

て
、
積

立
金
留
保

の
必
要
度
が
危
瞼

㊨
ヨ
リ
有
敷
な
結
合

(
O
o
岩
ぴ
宣
暮
ご
昌
)
に
よ

つ
て
漸
攻
減
少
し

つ
レ
あ
る
と
読

く
学

ハ
ぐ

　

者
も
見
出

さ
れ

る
。
即
ち
、
そ

の
所
論

に
從

え
ぱ
・
近
時

に
於

け
る
通
信
機
關

の
嚢
達

は
不
確
定
性

の
結
合
關
係
を

一
つ
の
軍
純
な
仕
方

に
於

て
行

い
つ

曳
あ
る
と

い
う
。
通
信
交
通

の
焚
達

は
必
然

的

に
企
業

の
投
資
者

に
封
し

て
從
來

に
比
し

て
遙

か
に
多
く

の
接
燭

面
を
與
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え
、
生
産
業
者

・
販
費
業
者

は
等
し
く
商
品

の
在
庫
量

を
著

し
く
減
少
す

る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
從

つ
て
資
本

の
有
数
な

使
用
も
促

進

せ
ら
れ

つ
㌧
あ
る
。
も

つ
と
も
、

こ
れ
は
必
す

し
も
企
業
全
燈
と

し
て
の
商
品
量

の
減

少
を
意
味

す
る
も

の
で
は
な

い
。

し
か
も

こ
れ
は

企
業
全
艦
と
し

て
の
危
瞼

の
結
合

が
翠
純
化

し
つ

」
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
、
通
信
機
關

の
嚢
達

が
媒
介
と
な

つ
て
危
瞼
負
澹

が
直
接

的
と
な

る
と
共

に
、
他
方

に
於

て
は
、
危
瞼

が
量
的

に
減

少
し

つ
瓦
あ

る
こ
と
を
物

語

る
も

の
に
外
な

ら
な

い
。
.

セ

右

の
所
論
は
、
少
く

と
も
部
分
的

に
は
愛
當
す

る
と
考

え
ら

れ
る
。
然
し

、
現
在

に
於

て
文

明
的

に
最
高

次
に
あ

る
國

々
の
企
業
者

す

ら
も
、
通
信
機

關

の
急

速
な
嚢
達

の
恩
恵

に
浴
し

つ

」
も

、
依
然
と
し

て
少
か
ら

ざ
る
企
業
上

の
危
瞼

に
曝
さ
れ

て
い
る
事
實

が
む
し
ろ

正
常

の
姿

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ

は

一
つ
に
は
、
景
氣
襯
測

の
科

学
的
研
究

が
未

だ
完
全
な
段
階

に
達
し

て
い
な

い
欠
陥

と
人
間

の
誤

つ
た
判
断

に
基
く
投
…機

の
か
ら
み
合

い
か
ら
生

す
る
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

更

に
企
業
上

の
或

る
部
門

の
損

失
を
他

の
部
門

の
牧
釜

に
よ

つ
て
補
償
す

る
か

、
叉
は
危
瞼

の
相

殺
を
掛
繋
ぎ

(
国
Φ
自
σQ
置
σq
)

に
よ

つ

て
行
う
危
瞼
除
去

の
方
法
が
あ

る
。

4

鋭

ρ

国
奥
3

珊
≦
毘

旨

銭

壽

一、鬼

』

。
昆
8

§

鱒

娼
冨

。
〒

み

R

危

険
囲…騨
嫁
方

法

の
型
態

。

・

、

　
ら

　

の

企
業
者

・
投
資
者

又
は
艸労
…働
者

へ
の
危
険
瞥繭
胃嫁
。

。

企
業

に
於
け

る
経
螢
者
と
榮
働
者

と

の

一
般
的
關
係

に
於

て
は
危
瞼
負
澹
乃
至
は
韓
嫁

に
關
す

る
問
題
は
何

等
存
在
し
な

い
か
の
如
く

考

え
ら
れ
よ
う
。
然

し
、

一
つ
の
企
業

が
組
織
経
螢

さ
れ

る
場

合

に
於

て
は
、
経
螢
者
と
螢
働
者

は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
殊
化

さ
れ
た
職
能
を

以

て
そ

の
企
業

経
螢

の
協
力
的
關
係

に
入
り
込
む
も

の
で
あ

る
か
ら
、
そ

の
企
業
活
動

の
危
瞼
を
何
等
か

の
型
態

に
於

て
負
憺
す

る
こ
と

」
な

る
も

の
で
あ
る
。
経
螢

者

の
危
瞼
負
捲

の
程
度
及
び

型
態

は
自

己
資

本

に
よ
る
経
螢

と
他
人
資
本

に
よ
る
経
螢

と

に
よ
つ
て
自
ら
異

る
が
、
後
者

の
場
合

に
あ

つ
て
は
投
資
者
乃

至
は
資

本
家

が
更

に
危
瞼
負
澹
者
と

し
て
登
場
す

る
こ
と

㌧
な

る
。

商

事

危

瞼

分

散

論
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商

事

危

瞼

分

散

論

先
す
自

己
資
本

に
よ

る
維
螢
者
は
企
業

の
破
綻

と

い
う
最
も
深
刻
な
危
瞼

の
負
捲

者
で
あ
る

こ
と
な
明
ら

か

で
あ
ろ
う
。

こ

の
意
味

に

於

て
、
彼

は
企
業
活
動

に
於
け
る
第

一
次
的
危
瞼
負
憺

者

(
団
匡
巳
鎚
矯
匡
。。犀

び
㊦
霞
霞
)
と
一言
う

べ
き
で
あ
る
。
若

し
、

彼

の
企
業

上

の

損
失
が
他
人

に
縛
嫁
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
と
す
れ
ば
そ
れ
は
彼
が
債

務
支
佛
不
能

に
陪

つ
た
か
叉
は
故
意

に
こ
れ
を
避

け
る
方

法
を

と
る

場
合

で
あ
る
。

こ
の
危
瞼

を
防
止
す

る
た

め
に
は
、
既

に
吾

々
が
研
究

し
た
よ
う
な
方
法

に
依

る
か
又
は
そ

の
危
瞼

の

一
部
を
特

殊
專
業

者

に
韓

嫁
す

る
方
法

に
訴

之
る

の
外

は
な

い
。

他
人
資
本

に
よ
つ
て
企
業
維
菅
を
行

う
場

合

に
於

て
は
、
投
資
者

は
そ

の
企
業
活
動

の
成
果

の
如
何

に
拘
ら
す

一
定

の
投
資

に
封
す

る

元

金
及
び
利
息

を
牧
受
す

る

こ
と
を
豫

め
契
約

に
よ

つ
て
保
誰

せ
ら

る

』
も

の
で
あ
る
か
ら

、
経
螢
者

の
危
瞼
負
澹

の
限
界

と
は
自
ら
異

る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
雇
傭
勢
働
者
も
雇
傭
契
約

に
基

い
て

一
定

の
賃
金

の
牧
得
が
保
誰

さ
れ

て
い
る
。
理
論

的
に
は
、
企
業

上

の
損
失

襲

生

の
場
合

は
、
維
螢
者

の
資
本
鼓

び

に
外
部
か
ら

の
投
資
が
既

に
枯
渇

し
て
い
る

べ
き

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
損
失
は
投
資

者

の
み
な
ら

す
勢
働
者

に
封

し
て
も
配

分
さ
れ

る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時

に
、
企
業
上

の
利
釜
も

理
論
的

に
は
投
資
者

敏
び
に
勢

働
者

へ
均

露

せ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
個

々
の
場
合

に
於

け
る
契
約

の
存

し
な

い
限
り

は
こ

の
損
釜

の
配
分

は
行
わ
れ
な

い
の
が
現
實

の
姿

で

あ
り
、
経
管
者

は
企
業

の
財
政

的
危
瞼
を
全
面
的

に
負
憺

し

て
い
る
。

こ
の
事
實

は
利
潤
と
賃

金
及

び
金
利

と
を
根
本
的

に
異
質
的
た
ら

t
め

て
い
る
要
因
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
企
業

に
於
け
る
利

潤

は
、
企
業

活
動

が

一
定

の
時
間
的
維
過

後

に
始

め
て
確
定
す

る
性
質

の
貨
幣
的
牧
入

で
あ
る
に
樹

し
て
、
賃

金
及
び
金
利

は
企
業

活
動

の
内
容

如
何

に
か

Σ
わ
り
な

く
時
間

的

に
は
利
潤

に
先
行
し

て
支
佛

わ
れ
る
特
質
を
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
企
業

上

の
損
失
稜

生

に
も
か

乱
わ
ら
す
翫
に
賃

金
蛇
び
に
金
利

が
支
彿

わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

'

自
由
競
事

の
下
に
於

け
る
企
業

活
動

に
あ

つ
て
は
、
資
本

と
螢
働
は
最

も
有
利
な
企
業
部
門

に
集
中
す
る
結

果
と
し
て
企
業

の
損
釜

は

む

全
艦
的

に
は
消
失
す
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
は
理
論
上
考

え
得
ち

れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
か

」
る
過

程
は
決

し

て
完

全
な
歌
態

に
於

て
は

驚
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行

わ
れ
得
な

い
も

の
で
あ

る
。
蓋

し
、
常

に
新

し
い
不
均
衡
を
齎
す

要
素
が
導
入
せ
ら

れ
る
た
め

に
外
な
ら
な

い
。
正
常

的
な
企
業
利
潤

と

い
う
概
念
は
瞬
間
的
な
均
衡
關

係

の
上

に
立

て
の
み
考

え
得
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
限
り
、
企
業
活
動

の
實
態

に
則

し
て
は

こ
れ
を
見

出

し
得
な

い
。
利
潤
獲
得

の
希
求
は
そ

の
背
後

に

一
種

の
危
瞼

負
澹

の
動
機
叉
は
刺
激

を
含
有
す

る
も

の
で
あ
り

從

つ
て
利
潤
は
連
績

的
な
牧
入

の
結
果

と
し
て
得
ら
れ

る
も

の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
非
連
績
的

に
得
ら
れ

る

「
連

の
報
酬

の
性
質

を
持

つ
も

の
で
あ

る
。

投
資
者

と
利
潤

と
の

一
般
的
關
係

に
つ
い
て
は
既

に
言
及

し
た
所

で
あ

る
が
、

一
企
業
部
門
内

に
於
け
る
投
資
者

の
数
と
利
潤
と

の
關

係

に
つ
い
て
見

る
に
、
投
資
者

の
敏

の
増
加

に
俘

つ
て
各
投
資
者

の
利
潤
率

が
準
均
的

に
低
下
し
、
ま
た

こ
れ

と
同
時

に
危
瞼
率
も
低

下

す
る
傾
向

が
見

ら
れ

る
。

、

然

し
、
猫
占
型
態

の
企
業

に
あ

つ
て
は
、
危
瞼
負
澹

蚊
び

に
利
潤

の
程
度

は

】
般

の
場
合
と
必
す

し
も
同
様

で
は
な

い
。
即
ち
、
猫
占
.

企
業

に
於

て
は
何
等
の
企
業

上

の
危
瞼

を
負
憺
す

る
こ
と
な
く
莫

大
な
利
潤
を
獲

得
す
る
こ
と
す
ら
珍

し
く
な

い
。
特
許
権

の
利
用

に
基

く
生
産

や
資
源
利
用

の
制
限
等

に
基
く
猫
占
企
業

の
如
き

に
あ

つ
て
は
、
投
資
者

は
競
争
か
ら
保
護

せ
ら
れ
從

つ
て
危
瞼

を
排
除

し
得
る

こ

玉
と
な

り
、
專
ら
利

潤
率

の
引

上
げ

に
全
力
を

傾
注

し
得

る
最
も
恵
ま
れ
た

條

件

の

下

に
置

か
れ

る
も

の
で
あ
る

と
言
う

べ
き
で
あ

を

る
。
も

つ
と
も
、
猫
占
企
業

と
雌
も
そ

の
創
業
的
段
階

に
於
て
は
常

に
必
す
し
も
危
瞼

か
ら
冤
れ
得

る
と
は
言

い
難

い
も

の
で
、
場
合

に

ょ

つ
て
は
他

の
企
業

型
態

に
比
し

て
ヨ
リ
多
く

の
危
瞼

に
曝

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得

る
。

こ
れ
は
諸
獲

明

の
進
展

と
初
期

に
於

け

る
企
業

上

の
金
融

の
困

難
性
遊
び

に
生
産

の
豫
期

に
反
す

る
結
果
等

が
如
何

に
猫
占
企
業

に
至
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
か
と

い
う

こ
と

　
　

ね

を
想
う
と

き
容
易

に
推
定
し
得

ら
れ

る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

濁
占
と
拉

ん
で
企
業
活
動

の
集
中

に
よ

る
利
潤
率

の
安
定

と
危
瞼

の
防
止
乃

至
は
縮
減
を
企
圖
す

る
カ
ル
テ
ル

(
O
鴛
ゆ巴
)
型
態
は
、

近
代

の
企
業
型
態

の
中

に
於

て
商
事
危
瞼

の
分
散
上
か
ら
は
最
も
有
敷
な
企
業

型
態

の

一
つ
と
言

う
べ
き

で
あ

る
。

カ
ル
テ

ル
は
同

一
産

業
部
門

に
属
す

る
企
業
髄

が
協
定

に
基

い
て
組
織
す

る
連
合
艦

で
あ
る
が
、
そ

の
直
接

の
目
的

は
企
業

の
安
定
を
圖

る
こ
と

に
存

す

る
も

商

事

危

瞼

分

散

論

、



ノ
、

㌧

/

商

事

危

陰

分

散

b
論

'

,

ハ
ず

　

の
で
あ

る
か
ら
、
激
甚
な
競
争

を
排
除
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
企
業
利
潤
率

の
安
定

又
は
維
持

を
目
的
と
す

る
も

の
に
外

な
ら
な

い
。

こ

の

一蜘

意

味

に
於

て
は

カ

ル

テ

ル
も

猫

占

と

共

に
商

事

危

瞼

の
分

散

上

か

ら

は

個

別

的

企

業

型

態

に

比

し

て

ヨ
リ

安

全

有

敷

な

型

態

と

言

い

得

よ

「

う

・5

0
・O
・
出
9。
巳
メ

筐

」
●矯
唱
・
。。
・。
、
馬
.

6

濁
占

の
企

業
に
及
ぼ
す
影

響
に

つ
い
て
は

国
.
⑳
.
国
o
ぐ
馨
雷
き

目
る

日
ケ
8
曙

亀

営
。
o
昌
G
日
宕

0
7
聾
σq
o
一
『
o
門o
箕
9

H
℃
ら
QO
ヤ
0
7
昌

δ
N
図
目

に
於

て
注

目
す

ぺ
§
結
論

が
與
え

ら
れ
て

い
る
。

7

國
際

カ

ル
テ

ル
の
本
質

臆
つ

い
て
は
、

拙
稿

「
國
際

ヵ
ル
テ
ル
序

説

」

(
小
樽
商

科
大
學

開
學
記
念

論
丈
集
第

二
分

冊

昭
和

二
十

五
年

三
月
刊
行

に

所
牧

)
参

照

ぜ
ら
れ

た

い
。

　
お

ね

筒

專
業
者

へ
の
危
瞼
轄

嫁

企
業
上

の
諸
危
瞼
が
企
業
者

・
投
資
者
叉
は
榮
働
者

へ
韓
嫁
せ
ら

る

」
組
織
乃
至

は
制
度

が
襲

生
す
る

一
面

に
於

て
、
商
事
危
瞼

の
或

種

の
も

の
を
專
門
化
し
た
主
艘

に
縛

嫁
す

る
過

程
が
辿
ら
れ
た
こ
と

は
近
代
維
濟
組
織

の

一
大
特
質
と
も
言

い
得

る
で
あ
ろ
う
。

か

」
る
商
事
危
瞼
負
憺

の

「
專
業

者
」

(
砿
娼
①
鼠
筥
蓉

ε

の
う
ち

で
最
も
典
型
的
な
も

の
は
保
瞼
業
者

で
あ

る
が
、
商
品
取
引
所

に
於

け
る
卑
門
投

機
業
者
も
ま
た

と
れ

に
次
ぐ
特
異

的
な
型
態

で
あ

る
。

他
人

の
た

め
に
商
事
危
瞼
を
負
澹
す

る
と

い
う
よ
う
な
最
も
危
瞼

な
企
業
を
以

て
利
潤

を
得

ん
と
す

る
こ
と

は
頗

る
困
難
な

事

に
薦

す

る

と

一
慮
考

え
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
事
實
は

こ
れ

に
反
し

て
必

す
し
も

一
般

に
考

え
ら
れ

る
程

に
危

瞼

的

要

素
を
含
む
も

の
で
は
な

い
。

こ
れ
は
か

」
る
企
業

に
從
事
す

る
專
業
者

は
最

も
深

い
專
門
的
知
識

と
経
瞼
と
を
基
礎

と
し

て
、
且

つ
精
密
な
研
究
調
査

に
よ

つ
て

の

危
瞼
負
澹

の
限

界
を
自

ら
規
制

す
る

こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
ら
に
よ

る
。
-

」

商
事
危
瞼

を
負
澹
す

る
專
業
者

に
は
危
瞼
を

可
能

的
範
園
に
於

て
負
澹
す

る
も

の
と
、
、危
瞼

を
防
止

し
よ
う
と
す

る
も

の
宏

の
二
型
態

,

副マ

、

ノ



■
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が
見
ら

れ
る
。
前
者

の
例

と
し

て
は
各
種
保
瞼
業
者
及
び
物
纏
保
鐙
会
肚

(艮
自
中
空

鴛
き

ξ

8

据
b
聾

鴇
)

の
如

き
が
こ
れ
に
麗

し
、

後
者

に
は
投
資
銀
行

(H
昌
く
o
馨
目
①
暮

冨

昌
犀
)
が
見
出
さ
れ

る
。

こ
れ
ら

の
專
業
者

の
商
事
危
瞼

負
澹

は
原
理
的

に
は
大
数

の
法
則

に

基
く

こ
と
言
を
侯
た
な

い
所

で
あ

る
が
、
企
業

性

の
要
素

と
し
て
最
も
重
要
な

も

の
は
負
澹

せ
ら

る

」
企
業

の
危
瞼

そ

の
も

の
よ
り
は
む

し
ろ
企
業

と
し

て
成
立

し
得
る
に
足

る
取
引
量

が
存
す

る
か
否
か
と
い
う

こ
と

で
あ

る
。
既
述

の
如
く
、
か

」
る
企
業

は
大
敏

の
法
則

に

基

い
て
危
瞼

の
分
散
を
行
う
も

の
で
あ

る
か
ら
、
必
然
的

に
そ

の
取
引
量

の
大

い
さ
が
最
も
不
可
欠

的
要
素

と
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
こ
と

玉
な

る
。

と
れ
を
最
も
良
く
立
誰
す

る
も

の
は
火
災
保
瞼
業
虹
び

に
生
命
保
瞼
業

で
あ
ろ
う
。
商
事

危
瞼

の
立
場
か
ら

は
火
災
保
瞼
業

が
典
型
と

し

て
と
り
上
げ
ら

れ
よ
う

が
、
こ

の
企
業

に
於

て
は
火
災

と

い
う
危
瞼

か

ら
生
す

る

こ
と
あ

る
べ
き
企
業

上

の
損
失

・
損
害
を
他
人

に
可

及
的

に
多
敏

の
人

々
が
轄
嫁
す
る
意
思
を
具
艘
的

に
表
わ
さ
な

い
限
り
は
肚
会

的
に
危
瞼

の
韓

嫁
が
不
可
能

と
な
り
、
從

つ
て
企
業

的

に

は
成
立

の
可
能

性
を
失
う

こ
と
明
ら
か

で
あ

る
。

昌

火
災
保
瞼
業

に
攻

い
で
最
も
重
要
性
を

持

つ
も
の
は
海
上
保
瞼
業

で
あ
ろ
う
。
元
來
、
海

上
保
瞼
業
は
海
上
固
有

の
危
瞼
を
韓

嫁

す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た

も

の
で
あ

つ
た

が
、
通
信
機
關
蛇

び

に
交
通

の
近
代
的
護
達

は
保
瞼
業
者

の
負
播
危
瞼

の
範
園
を
著

し
く
援
大
せ

し

め

つ
」
あ

る
こ
と
は
、
國
内
商
業
及
び
貿
易

に
於

け
る
商
事
危
瞼
輻
嫁

に
大

い
に
貢
献

す
る
も

の
と
言

わ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

近
代

の
企
業
内
容

の
複
雑
化
は
更

に
多
く

の
危
瞼
的
要
素

を
襲
生
し
、

こ

の
た

め

に
信
用
保
瞼
業

の
如
き
企
業

を
す

ら
必
要

と
な
ら
し

め

つ
」
あ
る
こ
と
は
保
瞼

企
業

に
と

つ
て
異
常
な
獲
展

と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

'

保
瞼

企
業

は
大
敏

の
法
則

の
上

に
立

つ
も

の
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
更

に
深
く
分
析
す

る
と
き
は
保
瞼
企
業

成
立

の
た

め
に
は
先
す
相
當

多
激

の
濁
立
的
危
瞼

の
存
在
が
必
要
條
件

で
あ
り
、
ま
た

こ
れ
と
同
時
に
危
瞼
嚢

生

の
頻
度
数

が
相
當

の
的
確
性
を
以

て
測
定

さ
れ

得
な

も

ぬ

も

　

ト

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

若
し
右

の
第

一
條
件

を
欠

く
場
合

に
於

て
は

、
保
瞼
企
業

は
投
機
性
を
帯

び
る

こ
と

Σ
な
り
、
ま

た
第
二

の
條

件
を

商

事

危

瞼

分

散

論

'
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商

事

危

瞼

分

散

論

へ

し

ぬ

へ

も

も

も

充
し
得
な

い
場
合

は
適

正
な
保
瞼

料
傘

の
決
定

が
不
可
能
と
な

る
。
保

険
業

が
こ
れ
ら

の
何
れ
か

の
條

件

の
み
を
充
し
得

る
場

合
に
あ

つ

て
は
、
保
瞼
企
業

は
商
事
危
瞼

を

一
個
人
か
ら
他

の
個

人
に
韓

嫁
す

る

に
過
ぎ
な

い
も

の
で
、
危
瞼

の
縮
減

は
行

わ
れ
す
從

つ
て
保
瞼
企

業
は
投
機

的
性
格
を
有
す
る

こ
と

玉
な

ら
ざ
る
を
得
な

い
。
嚢

生
す

る

こ
と
あ

る
商

事
危
瞼

の
豫
測
乃
至
は
測
定

の
基
礎

と
な
る
べ
き
統

計
資
料

の
入
手

・
整
備

が
不
可
能

又
は
不
完

全
で
あ

つ
た
時
代

に
於

て
も
各
種

の
商
事
危
瞼

に
甥
震
す

る
方
法

が
企
業
者

の
共
同
計
算

の

　
　

　

型
態

に
於

て
行
わ
れ
、

ま
た
か

」
る
多
分

に
投
機
的
性
格
を
有
す

る
專

門
的
保
瞼
企
業

が

目

o
団
餌
.の
に
よ

つ
て
創

め
ら
れ
た

こ
と
は
近
代

保
瞼
企
業

の
嚢
達
史
が
よ
く
物
語

つ
て
い
る
所

で
あ

る
。
勿
論
、
危
瞼

測
定

の
困
難
な
段
階

に
あ

つ
て
は
、
保
瞼
業
者

が
集
團
的

に
危
瞼

の
分
散
を
行

つ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
今
日

の

「
再
保

瞼

」

(
閑
①
占
霧
自
蜀
冒
8
)
と
相
通
す
る
危
瞼
分
散

の
型
態

で
あ

つ
た

と
言

い
得

よ
う
。
今
日

に
於

け
る
保
瞼
企
業

の
異
常
な
嚢
達

は
、
資

本
力

の
強
化

・
危
瞼
襲
生
率
測
定
方
法

の
進
歩
蚊
ぴ

に
各
種
危
瞼

の
結
合

に
よ

る
分
散
と

い
う
要
素
に
基
因
す

る
こ
と
言

を
侯
た
な

い
所

で
あ
る
。
然
し

、
或
種

の
危
瞼

は
今
尚
そ

の
稜

生
率
測
定

が
頗

る
困
難
な

も

の

が
少

く
な

い
か
ら
、
部
門

に
よ
つ
て
は
保
瞼
企
業

は
依
然

と
し

て
投
機

性
を
帯
び

る
も

の
が
存
す

る
。

投
機

性
を

持
つ
保
瞼

企
業

に
類
似
す

る
も

の
に

「
掛
繋
ぎ

」

(
国
0
9
σQ
貯
σQ
)

に
よ
る
商
事
危
瞼

の
韓

嫁
方
法

が
あ

る
。

こ
れ
は
企
業
者

が
そ

の
實
物

取
引

(
の
娼
o
酔
窪
韓

鶏
。
寓
o
β
。。
)

に
於

け
る
慣
格

の
攣
動

か
ら
嚢
生
す

る
こ
と
あ
る
不
測

の
損
失
を
避

け
る
た

め
、

一
方

に

於

て
實
物
取
引
を
行
う
と
同
時

に
他
方

に
於

て
そ

の
反
射

の
投
機

取
引

(】圏
=
叶目
国Φ
皿
酵同
欝
】ρの
欝
Oげ
一〇
賢
砂
)
を

取
引
所
を
通
じ

て
行

う
も

の
で

あ
る

が
、
こ
れ
は
取
引
所

(
国
図
o
言

β
σq
①
)

の
存
在
を

前
提

と
し
て
行

わ
れ
る
商
事
危
瞼
韓
嫁

の
方

法

で
あ

る
。
例

え
ば
、
製
粉
業
者

が
そ

の
原

料
の
小
褒

を
現
物
と
し

て
買
入
れ

る
と
同
時

に
同
量

の
小
萎

を
商
品

取
引
所
(中

0
9

8

国
砦
げ
碧

σQ
。
)
に
於

て
先
物

(
剴
暮
霞

o
ω
)

の
費

渡
契
約
を
行

つ
て
、
製

粉
し

て
こ
れ
を
貸
出
す
度
毎

に
そ

の
源
料

に
相
當
す

る
分
量

を
右

の
先
物
萱
渡
契
約

に
劉
し

て
買
戻
す
如
き

こ
れ

で
あ

つ
て
、

こ

の
方
法

即
ち
掛
繋

ぎ

の
方
法
を
通
じ

て
小
萎

粉

の
橿
格

下
落

に
ょ

る
實
物
取
引

(
OΩ
娼
o
げ
酔
影
β
。。
き
葺
o
嵩
の
)

に
於
け

る
損
失

を
、
小
萎

の
先

物

(
投
機
)
取
引

に
よ
る
利

釜

に
よ

つ
て
補
填
す

る
こ
と
が
可
能

と
な

る

の
で
あ

る
。
掛
繋

ぎ
取
引

に
は
各
種
物

、

'

■



、

(47)

産
、
有
償
讃
雰
の
匠
別
を
問
わ
す
取
引
上
に
於
て
そ
の
目
的
に
適
合
す
る
條
件
を
具
備
す
る
上
場
物
件
が
樹
象
と
し
て
取
り
上
げ
得
ら
れ

.

.

(
-o

)

る

。

即

ち

、

上

場

品

目

の
同

質

性

・
償

格

攣

動

性

及

び

投

機

業

者

の
存

在

が

そ
、の
前

提

條

件

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
・

8

ρ

9

匡
胃
ら
同
二

び
鵠
己
噂
●
ま
窓

・

、

9

國
際

貿
易

企
業
褒
蓬

の
初
期

に
於

け

る

「
信
用

危
瞼

」
分
散
方

法

の
如
き
最

も
特

異
性
な
持

つ
も

の
て

あ
ろ
う
。

(
拙
著

「
貿
易
紹

管
要

論

」
四
頁

参

照
)
。

。

10

国
　o
告
臼q
宣
αQ

に

っ
い
て

は
稿

な
改

め
て
論
述
寸
'る
が
、

こ
の
研
究

の
六

め
に
に

○
・
O
・
q
母
山
団

の
前

揚
「書

拉

ぴ

に

Ω
ド
≦

二
σq
プ
庁

　口
o
ミ
目
9
炉

団
口
葺
き

早

巴

ぼ
σq
噂
殉
ぼ
冨
告
o
】娼
霞
孕

d
艮
タ

o
馬
団
①
昌

即

℃
お
。。恥鳩
一
〇
g。
ド
を

推
漿

し
☆

い
。

「
邉

記
」
本
論

は
筆
者

の
意

圖

し

つ

蕊
あ

る

「
貿
易
紹

菅
危
瞼
分

散
論

」

の
言
わ
ば
序
読

あ
な
す
も

の
で
あ
ろ
。

貿
易

経
誉

危
瞼

分
散

に
關
で

る
商
學

的

乃
至

は
経
蒼
學

的
研

究
は
未

だ
學
界

に
於

て
充

分
に
展
開

さ
れ

て

い
な

い
憾

み
な
深
く
す

る
だ
け

に
、

今
後

こ

の
課

題

の
解
明

の
比
重

に
大
で

あ
る

と

信
ず

ろ
。

・

.

一
九

五

・
一

・
九

・
九

(
講
和
條
約
締
結

の
日
)

P

奪

、

・-223一

ノ

商

事

危

瞼

釈

散

論

γ

ー




